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E■到認1  豊丘村内の工事箇所(R7.5時点)
2025.5.20

JR東海

2025.5.20

JR東海

豊 丘 村

中

回置目 工事進捗状況 (坂島工区)

【トンネルエ事】
・斜坑の掘削が完了し、2024年 10月 から品川方面
(東 )に向かって本坑の掘削を開始しました。

ヾ`lνュレゎ復吟寺ψク4■クでノ 4

‐‐‐‐ :戸中・壬生沢工区
(豊丘村事業:福島線改良・てつぺん公園工事含む)

―‐‐‐ :阿島北工区
(豊丘村事業:壬生沢線改良含む)
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部(全景 ) パイロット道路施工状況 パイロット道路施工状況



□:交通規制看板
非常ロヤード

発生土置き場 (本山)

回置■ 工事進捗状況 (坂島工区)

【林道大島虻川線補修工事】
・坂島非常口～本山間で舗装修繕工事を実施致しております。

2025.5.20

JR東海

2025.5.20

JR東海

至 野田平
キャンプ場

全面通行止め区間

・チ
・

`嬌 【通行止め情報】
期 間 :令和7年 5月 12日 ～令和7年 8月 8日

時間帯 :8:00～ 1フ :00(夜間及び土日祝日は通行可)

※通行止め期間は工事進捗状況により変更する可能性があります。
※工事進捗状況に伴い、キヤンプ場までの通行ができなくなります。
その期間は、上記期間の中で約10日 を見込んでおります。

回目罰□l 工事進捗状況 (戸 中・壬生沢工区)

【トンネルエ事】
・斜坑との交点から品川方 (東 )に向け

約2.7kmを掘削し、5月 12日 に無事
貫通しました。

今後、準備が整い次第、名古屋方 (西 )

に向けて掘削を開始します。

【発生土置き場(戸中)】
」bヽ

縦排水管設置状況

_  盛土状況上流部 側溝設置状況



回目罰目l 工事進捗状況 (戸 中・壬生沢工区)
2025.5.20

JR東海

【豊丘変電所造成工事】
・令和5年 11月 から造成工事に先立ち、村道の付替工事を開始しました。
・現在は村道付替工事を進めるとともに、造成工事の準備工を行つています。

調整池

③

回E罰口l 工事進捗状況 (戸中・壬生沢工区)

付替道路施工状況 付替道路 工状況 付替道路施工状況

理用道路整備状況

2025.5.20

JR東海

調整池

壼 ||

管理用道路整備状況

土 エ 況 調整池 全景

【福島てっぺん公園駐車場整備事業】



配布資料8 工事進捗状況 (戸 中・壬生沢工区)
2025.5.20

JR東海

【村道福島線・中央横断線・壬生沢線道路改良事業】
E村道中央横断線の道路改良は、令和6年 8月 に完了しました。
・村道福島線は、引き続き道路改良工事を行つています。
・壬生沢坑口より上流側の村道壬生沢線改良工事は、令和6年 7月 から開始し、
令 和 7年 2月 に完 了 しました 。 ※今後、不動滝橋の補強工事を別途予定しています。

【村道福島線】 【村道中央横断線】 【村道壬生沢線】

回■目堅1 村道佐原線工事用車両通行について
2025.5.20

JR東海

111:黎 巌||:|ギ 1111筆 i‖

◆佐原線は亘立工区の豊」墜の工事用車両が通行します。
戸中工区の往路および坂島工区の工事用車両は、
従来通り県道長沢田村線を通行します。

◆佐原線通行開始 :5月 12日 (月 )

―……… 工事用車両通行ルート〔坂島〕
――――・ 工事用車両通行ルート〔戸中〕

中非常ロ



配布資料10 県道長沢田村線道路改良位置
2025.5.20

JR東海
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中非常口

県道長沢田村線道路改良位置
2025.5.20

JR東海

至 :田 村 図
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壁亘旦

工皇星皇面運行上―ト
駿顧爾圏 :坂島工区
日‐口‐ :戸中・壬生沢工区

(豊丘村事業 :福島線改良・てつぺん公園工事含む)

‐‐‐‐ :阿島北工区
(豊丘村事業 :壬生沢線改良含む)
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配布資料12 県道長沢田村線道路改良位置
2025.5.20

JR東海

口今月末に準備工に着手し、令和7年 12月 までの工期を考えています。
「6月 より全面通行止めを行う計画です (約 3ヶ月)。

・切土で発生した土は長野県の道路改良事業で活用します。
・全面通行止め期間中のう回路は下図の通り、村道佐原線を計画しています。
・全面通行止め期間に合わせ、規制区間内で長野県による防災工事も実施します。

通行 区間

露村
路

迂回路

‐
特

・■■|

工事進捗状況 (阿島北工区)

【阿島北高架橋区間】
・令和6年 6月 に工事説明会を行い、令和7年 3月 から阿島北工区(阿島北

区間)の本体工事を開始しました。

中央新幹線阿島北高架橋ほか新設:約 1070m

2025.5.20

JR東海

高架橋

塾鹸り!|
・ 1鴫N

A

名古屋方

」ヒ

約43

。阿島トンネル区間

170 壬生沢川高架橋区

約470m

品川方

(参考)中 央新幹線
伊那山地トンネル新設
(戸 中・壬生沢工区)

阿島北高架橋区間の仮囲い等の工事ヤード整備を
開始し、引き続き、高架橋の基礎の工事を行つてい
ます。

ヾ
轟

県防災工事箇所

ぐ口ゅ :坂島工区通行ルート

ー
:戸中工区通行ルート

ーーー :迂回路

施工箇所
※広域農道交差点

から約300m
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配布資料14 工事進捗状況 (阿島北工区)

2025.5.20

JR東海

【村道城見田線 [村道壬生沢線道路改良事業】

・令和6年 4月 から城見田線口壬生沢線(県道～園橋)道路改良工事を開始し、
令和7年 4月 に完了しました。

至 田村
｀ ′ レいう

園

修
小
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豊丘村

300

至 喬木

※村道改良等、村事業の工事用車両

はこちらのステッカーを貼付けて運行
しています。
(番号は、300番台を使用します。)

豊丘村内における要対策土の活用箇所
2025.5.20

JR東海

橋梁補強
(城見田一号橋)

防火水槽付替え

交差点改良

県道ガードバイプ設置

橋梁補強
(園橋)

三対策土Ω量里五量
・当社事業用地内での活用に加え、公共事業等での活用も検討

豊≦塾塑里」国主登発生ユニ盪憂ユ拠針
・豊丘村内の発生土は村内で活用
・交通安全の確保や居住環境への配慮

ヽ
Ａ

豊 丘 村

発生土仮置き場(坂島)

坂島非常ロ

発生土置き場 (戸 中)

豊丘壼電所

発生土量き場 (本 山)

上記方針より発生土置き場(本山)を選定

②

ヽ

　

）
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配布資料16 トンネル発生土の概要
2025.5.20

JR東海

山岳トンネルでは、機械や火薬を用いた発破により山を掘削していきます
=上≧茎」L量生±1主」」□1塾LL上旦生E上二山_盤圭]墜江ZttE塵」生:」□LLE屋主

トンネル発生土 (花 商岩 )

トンネル発生上の概要
2025.5.20

JR東海

トンネル発生上の大きさ
15～ 30cm程度

の重金

酸性化
の原因
となる

鉱物

岩盤は様々な成分によつてできていますが、その中には、
.壁:型i主!主蓋:⊆!垣:菫!』:肇:豊」饉1型:旦l墜1量1墜!国I五1因_とiL登1並i整!旦!重宣:重:血:遜二:止:主主旦主:主

rlll然111寒φ筆1響1岸1警鸞‐
カドミウム、六価クロム、水銀、セレン、鉛、砒素、ふっ素、ほう素が該当します

1疇1攣響り1幕1離1構1椰1撚l

黄鉄鉱などがあり、空気と水に触れることで酸化する場合があります

この酸化により、酸性水(硫酸)の発生や自然由来重金属等の溶出が促進される場合が
あります        .4‐ . ‐. : ‐
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・ 基準値を超え、活用に当たって環境安全性を確保するための対策を施すものを

『要対策土』と呼んでいます

※豊丘村内における伊那山地トンネルの一部の発生土で、砒素が基準値超過しています

掘削の様子

火薬を入れる穴を
あけている

配布資料17
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自然由来の重金属等の基準値
2025.5.20

JR東海

「土壌汚染対策法」にて定められた基準値を活用しています

土壌溶出量基準値  il  第二溶出量基準 (※ )

(mg/L)    il    (mg/L)
カドミウム ≦0.003 ≦0.09

六価クロム ≦0.05 ≦1.5

水 銀 ≦0.0005 ≦0.005

≦0.01 ≦0.3セレン

鉛 ≦0.01 ≦0.3

砒素 ≦0.01 ≦0.3

ふつ素 ≦0.8 ≦24

ほう素 ≦ 1 ≦30

基準値は汚染土壌から特定有害物質が地下水に溶出し、その地下水を飲料

することによる健康リスクに関し、一生涯を通じた毒性を考慮して設定された値
です。具体的には、「体重50kgの人が70年間、その地下水を1日 2L飲用し続

けても健康に対する有害な影響がない濃度」として設定されています。

(※ )地下水等摂取によるリスクに係る措置の選択・決定材料になる基準で、超過すると、より厳しい対策が必要となります。

ロヨ穫饗日囲 要対策土を活用する際の対策方法の考え方
2025.5.20

JR東海

金」麟菫ヱ量塁望」当

`≧

1」」嘘」工の」盈書誼菫l

① 直接摂取されるリスクを回避すること

・ 風により飛散したりしないよう、土砂やアスファルト等で表面を被覆する

② 岩に含まれる自然由来の重金属等が地下水等に溶け出し、摂取される
リスクを回避すること

・ 周辺環境、要対策土の特性などを踏まえ、以下のいずれかを基本に対策方法を
検討します

A)遮水シートや粘性土等で封じ込める

9 B)不溶化材等を加え、水に触れた際の重金属等の溶出量
C)重金属等を吸着する材料を敷設する
D)雨水にさらした状態で盛土し、重金属等の濃度を低減させる

を低減する

対策方法イメージ図

要対策土

要対策土
要対策土

表面被覆
【E3】【A】

雨水
【C】 【[)】

溶出水を回収

表面被覆

遮水シート等

表面被覆

吸着材

■■

配布資料18
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配布資料20 対策方法の選定について

平面図
治山ダム

土留擁壁エ

(地下 )

。         1輔         撥∞

■ 目■■■ |1韓
==E===こ =ト

中・壬生沢工 区の要対策土を活用。

・盛土全体の安定性を確保する めの盛土補強材の敷設箇所を避ける形で
活用箇所を選定。

2025.520

JR東海

流猥嗜

2025.5.20

JR東海
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対策方法の選定について

で
公
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A―A断面

糸勺60m
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C=`巨亘
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―― ―十
二饉 Щ――T――引

:́厭畿

◆勾配の付いた狭隧な谷地形であり、造成容量が限られる。

狭隧な谷地形でも一定量 (約 15′ 000m3)の要対策上が活用可能である不溶化を選定

要対策土

活用箇所

…輌絲 :工事車両動線

凡例

■二 i 平地

……1大型水路

… “ 地下排水エ

盛土補強材敷設範囲
のり面
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ロヨ¥理□目  不溶化による要対策土の活用について
2025.5.20

JR東海

盪

鶉饒軋 鰺蟄 重金属等

■X巳 不溶化材不溶化
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口覇警理□目 不溶化による要対策土活用に向けた検討の進め方 :隆著
0

・本検討は、検討会 (「 中央新幹線長野県内建設発生土活用技術検討会」
委員長 :嘉門雅史京都大学名誉教授)において、発生上の対応に詳しい先生
方のご意見をいただきながら進めてきました。

・2025年 1月 の検討会で発生土置き場 (本山)における要対策土の活用方法
についてご確認いただいております。

検量2旦二

屋外曝露試験
(不溶化の持続性確認)

NG
OK

盛土への活用 不溶化、固化した要対策土

(以下、不溶化処理土 )

不溶化材の選定

不溶化の

性

不溶化による要対策土活用

OK

溶出する状態

丞主

藩出抑制

丞主



14'.ro
回憂覆困日1 不溶化の持続性確認 (屋外曝露試験 )

2025.5.20

JR東海

・伊那山地トンネルで発生した要対策上に不溶化材を添加したものを屋外曝露し
回収した雨水の砒素濃度を定期的に測定する試験を実施しております。

・屋外曝露試験は実際の盛土より、空気や雨水に触れやすく、乾湿を繰り返し
強く受けるなど過酷な条件で試験を行ったものであり、現地の状況は試験の
条件よりも安全側の条件となります。

不,谷 化した要対策土

ポット

ま 橋

(事
・
り″

')

不溶化の持続性確認 (屋外曝露試験 )

2025.5.20

JR東海
配布資料25

花商岩 (砒素)の試験結果

盤処理 至溶:堕睦幽夏正
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⇒不溶化材を添加した要対策土は、環境基準・溶出量基準以下を持続しています。



回置田| 対策におけるその他の取組
2025.5.20

JR東海

【活用箇所縦断図】

A

〈A′―A断面〉

口不溶化処理土の周囲は水を通しにくい材料 (境界層)を用いて覆います。

口境界層も含めた不溶化処理土による盛土施工完了後、上部を厚さlm以上の
発生土で覆います。

A

回罰護理目1 工事中における雨水等の排水について
2025.5.20

JR東海

境界層

地下排水エ

境界層

几例

E==コ
I11:III

■■■■

不溶化処理土

発生土

覆土 (発生土・厚さlm以上 )

地下排水エ 滲出水排水管

凡例

―→

滲出水排水管 (無孔管 )

滲出水排水管 (有孔管 )

地下排水エ

仮設排水設備

活用範囲外雨水流下方向

※滲出水の量を抑えるため、工事中も
活用範囲の周囲に仮設排水設備を
設け、周辺からの雨水等が入り込ま
ないようにします。

・活用範囲からの滲出水 (不溶化処理土に浸透した雨水)を排水しやすくするため
滲出水排水管を設け、排水は一旦、水槽に回収します。

・回収した滲出水に対して自然由来の重金属等の検査を行い、排水基準値内で
あることを確認して排水します。基準値を超過した場合は、適切に処理します。

滲出水排水管

表面排水工
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施工手順

生生上」□肇当型昼塾 量生主』墨墨並拠堕

Xl隆」団1庄ム2盤f[m主]Zi壁ととLコ塁全笠」ま生圭生壺上し主主ュ|

E壼
=目

圏 要対策土の活用に係る調査

下流側 ▲
_1 八

凡例

““―',大 型水路   … …・':地 下排水エ
ー→ :排水流下方向  E]:水質 (滲出水 |

量画l .水 質(表 流水) []:水質 (河川水 )

目1 :水 資源 (地下水の水質)

注  調査項目及び期間は、状況により変更となる場合がある。
※1 基準値超過した項目(砒素)を調査項目とする。
※2 工事完了後も滲出水排水管から滲出水が生じないことが確認できるまでの間は調査を行う。
※3 工事開始前調査は2024年 10月 から開始。
※4 調査については継続して実施する。なお、調査期間、頻度、周知方法等は地元及び自治体と協議する。

■_

~  =″

2025.5.20
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2025.5.20

JR東海

上流側

不溶化材、日化材添加・混合 盛土材敷均し

境界層

運搬 (シート敷設による飛散防止 )

エ

放流する箇所の

上流・下流地点

測 井

環境要素の区分 調査項 目 調査地点 調査時期及び頻度

水質 (滲出水 ) 水整
工皇生墜墜壺■菫璽】鉦菫
工蔓登:」2盤血に豊Ω」鐘 ※2

ム重_1量量生三塑量整 血茎宣亜

丞重_釜工皿丞 )

豊額堅o重鋤肇型

左墨_』延物量塾釜L
丞壼∠_左塑童望血亜L
重i生皇塞 工事排水を放流する

箇所の上流・下流

工皇空に上回∠星
工皇後± 1回∠週※4

工事前に 1回 /四_半期 (1年間)※ 3

水資源 (地下水の水質)

自然由来の重金属豊 聖
丞墨∠2L援鐘二」L 観測井 工蔓立」こ1回 /月

二」目筐に 1厘ノ月※4

工事前に 1回 /四半期 (1年間)※ 3

※写真は全てイメージです。



中央新幹線
伊那山地トンネル新設 (坂島工区)

発生土置き場 (本山)における

要対策土活用に関する説明会

・2025年 5月 21日 (水)19:00～  伴野区民会館

事業者 :東海旅客鉄道株式会社
施工者 :伊那山地トンネル新設 (坂島工区)工事共同企業体

/ク

お問い合わせ先

2025.5.20

JR東海

2025.5.20

JR東海
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配布資料31

JR東海

東海旅客鉄道株式会社

中央新幹線長野工事事務所 (電話)0265-38-6500

環境保全事務所 (長野)  (電 話)0265-52-6511

(住所)長野県飯田市元町5451

伊那山地 (坂島工区)

清水建設・大日本土木JV

中央新幹線伊那山地トンネル新設 (坂島工区)工事共同企業体事務所

(住所)長野県下伊那郡豊丘村神稲9440-1
(電言舌)0265-49-8416

伊那山地 (戸 中・

壬生沢工区 )

飛島建設・市川工務店JV

中央新幹線伊那山地トンネル新設 (戸 中・壬生沢工区)工事共同企業体
事務所

(住所)長野県下伊那郡豊丘村神稲9105-1
(電言舌)0265-49-0502

阿島北工区

飛島建設・神稲建設JV

中央新幹線阿島北高架橋ほか新設工事共同企業体事務所

(住所)長野県飯田市座光寺6501
(電話 )0265-49-8314

※ 受付 :土 口日口祝日・年末年始口GW・ お盆を除く平日 9時～17時
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